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腸管出血性大腸菌による食中毒・感染症発生状況1

腸管出血性大腸菌対策　現場でできる３つのポイント

腸管出血性大腸菌（VT産生）食中毒発生状況

札幌で白菜漬物での腸管出血性大腸菌O157により高齢者2名が死亡する食中毒事故が発生しました。

例年、腸管出血性大腸菌による食中毒・感染症は散発的に発生しています。夏場も半ばを過ぎましたが、
気を緩めることなく対策を徹底しましょう。

■溶血性尿毒症症候群（HUS）について

●原因食品：牛の糞便によって汚染された、加熱不十分な肉類やその加工食品、
 井戸水など

腸管出血性大腸菌は、毒力の強いベロ毒素（志賀毒素群毒素）を出し、溶血性尿毒症症候群（HUS）などの合併症を引き起こす
のが特徴です。溶血性尿毒症症候群が発症する機構は十分に解明されていませんが、この毒素が身体の中で様々な障害を起
こすことことによって、全身性の重篤な症状を出すものと考えられています。
ベロ毒素には、赤痢菌の出す志賀毒素と同じ1型（VT1）と、それと異なる構造を持つ2型（VT2）及びこれらの亜型があります。
腸管出血性大腸菌には、これらの毒素のうち1つもしくは複数を出すものがあります。

●潜伏場所：主に牛などの家畜の腸管内
●菌の特徴：菌の成分（表面抗原・べん毛抗原）により分類（O157、O26、O111

 などが有名）
 強力な感染力を持つ。わずか100個程度の菌数で感染する。
 「ベロ毒素」という強力な毒素が大腸の血管壁を破壊し、鮮血混じり
 の血便が出る。

事件数は、年間20件程度発生しており、患者数は平成21年度以降増加傾向にあります。

●潜伏期間：およそ3～8日
●主な症状：激しい腹痛、下痢（水様、鮮血便）、発熱、吐き気、嘔吐など

 高齢者や乳幼児では溶血性尿毒症症候群（HUS）などの合併症を
 引き起こし、時には死に至ることもある。

腸管出血性大腸菌

腸管出血性大腸菌による食中毒・感染症発生状況
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最近の腸管出血性大腸菌による食中毒・感染症

（厚生労働省 腸管出血性大腸菌Q&A より）
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5月　大阪府　　保育園で給食を食べた園児18名からO26

6月　神奈川県　焼肉店で飲食した高校生16名からO157

7月　三重県　　焼肉店を利用した4名からO157

8月　岡山県　　倉敷市内の3保育園でO26集団感染、患者数100名以上
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（厚生労働省　食中毒統計資料　平成14年～23年食中毒発生状況より）

患者数（人）

（8月14日札幌市保健所発表資料より）



検便の実施（健康保菌者の発見）

食材の適切な調理方法と衛生的な扱いを！
食材の汚染防止

症状のない状態でも、腸管出血性大腸菌に感染している場合があります。定期的に従業員の検便を行い、
健康保菌者の発見、汚染防止対策を行いましょう。

腸管出血性大腸菌は、少量の菌数で食中毒を引き起こします。
加熱できる食材は中心部までしっかり加熱できていることを確認しましょう。（75℃1分以上の加熱）
また、食材の保管時は野菜、肉、魚、加工食品など用途別に区分保管して交差汚染を防ぐ対策が必要です。

試験薬剤
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アルペット手指消毒用

アルペットES

サニバリューE3
中性除菌洗浄剤

作用時間

残存菌数（CFU／mL）

O157
（2.4×10 CFU／mL）9 （4.2×10 CFU／mL）9 （4.2×10 CFU／mL）9

O26 O111

試験薬剤4.5mLの入った試験管に供試菌0.5mLを加え一定時間作用した。
作用後0.5mLを採取し、不活化材（6%ポリソルベート60＋2%レシチンまたは0.5%チオ硫酸ナトリウム溶液）4.5mLに加えて、試験薬剤の作用を停止した。この溶液1mLをシャーレの
中でブイヨン寒天培地と混ぜ、37℃で1日培養した。培養後コロニー数を計測し有効性を評価した。各商品ともに高い効果を発揮した。

サラヤバイオケミカル研究所（BCL No.16570）
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腸管出血性大腸菌に対するサラヤ商品の有効性評価





RMT

150W

W412×D176×H385mm

約6kg

0.1Mpa以上、0.5Mpa未満
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